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研究成果の概要（和文）：このプロジェクトでは周縁化されてきた女性アーティストに焦点を絞り、ジェンダーの視点
から、戦時中の女性画家の移動や、移民として国外に出た女性美術家について、包括的な調査研究を行った。研究は次
の3本の柱から成る。①戦争・植民地体験と女性アーティストの実証的調査（長谷川春子、赤松俊子、谷口富美枝ら）
、②東アジア圏の美術をめぐるネットワーク的移動の解明（朝鮮美術展・台湾美術展・満州国美術展など）、③現代美
術における女性美術家の調査。これらの研究の成果は、「アジアをつなぐ　境界を生きる女たち　1984-2012」展や「
官展に見る近代美術」展などにも生かされた。

研究成果の概要（英文）：　This project focuses on marginalized woman artists. I did research about their 
movements and activities of the woman artists who had moved out to oversea as emigrants or painters 
during wartime from a gender viewpoint.
　This project consists of three parts: (1) An empirical investigation on woman artists, who experienced 
a war and a colonial lives (ex: Hasegawa Haruko, Akamatsu Toshiko and Taniguchi Fumie): (2)An analysis of 
thier network in East Asia area (Korean art exhibition, Taiwanese art exhibition and Manchukuo art 
exhibition): (3) Contemporary woman artists. An outcome of these studies contributed the research for 
exhibitions, like "Women In-Between: Asian Women Artists 1984-2012" and ". “Toward the Modernity: Images 
of Self & Other in East Asian Art Competitions”.

研究分野： 複合新領域
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
ジェンダーの視点からの視覚表象や美術

表現の研究は、日本では 1990 年代半ばから
「イメージ＆ジェンダー研究会」や、女性学
学会、美術史学会、美学会、ジェンダー史学
会などにおける継続的な個別発表によって、
多くの蓄積がなされてきた。たとえば、『美
術とジェンダー』（鈴木杜幾子・馬渕明子・
千野香織編、1997 年）、『記憶の網目をたぐ
る』（香川檀・小勝禮子、2007 年）など、従
来の美術史を見直し、同時代の女性アーティ
ストを発掘・紹介する著作が多数出版された。
また戦争と視覚表象については若桑みどり
『戦争がつくる女性像』（1995 年）を先駆と
して、次世代の研究者が植民地下の美術に視
点を広げ（金惠信『韓国近代美術研究』2005
年）、韓国の研究者との活発な交流を進めて
きた。 
日本の美術の学術分野における「移動」の

視点からの研究は、カルチュラル・スタディ
ーズやポストコロニアル理論の影響を大き
く受けた他の視覚表象分析（映画や大衆文化
研究）や文学研究などに比べて、著しく遅れ
ていた。特に従来の研究では沖縄の女性アー
ティストや女性従軍画家の存在が抜け落ち
ていること、また、アジア・太平洋戦争下に
おける台湾・朝鮮半島などの諸地域を対「日
本」関係としてのみ見て、植民地間相互の関
係を見る視点が欠落していることなどの限
界が明らかになった。それゆえ本プロジェク
トは、前プロジェクトの成果を基盤としつつ、
「移動」という理論的枠組を導入することに
よって、その限界を乗り越える発展的研究と
して構想された。 
本テーマを直接生み出した研究は、前述し

たように2008年度から2010年度にかけて助
成を受けた科研費補助金研究「20 世紀の女性
美術家と視覚表象の調査研究―アジアにお
ける戦争とディアスポラの記憶」[基盤 B]で
ある。多くの研究実績とネットワークを前科
研から引き継ぎ発展させることができた。 
 
２．研究の目的 
美術（史）研究では周縁化されてきた女性

アーティストに焦点を絞り、ジェンダーと
「移動」の視点から、戦時中の女性画家の移
動や、移民として国外に出た女性美術家につ
いて調査研究を行った。 

 
３．研究の方法 
具体的には、①女性アーティストの表現・

活動の歴史と実践の調査、②周縁化されてき
た彼女たちの活動の再評価による近現代の
美術史・ジェンダー研究の再考、③研究者・
学芸員らとの研究交流を活性化しネットワ
ークを形成することによる美術や表現現場
の発展を目的としてプロジェクトを進めた。
特に従軍女性画家や、植民地体験、海外への
移民体験を持つ女性画家の調査は、同様のテ
ーマで多くの蓄積を持つ文学研究や、「移動」

や「旅」をめぐるポストコロニアル研究の理
論枠組を導入することによって、歴史的な時
空間軸を用いた多層的な考察・分析を研究の
中心課題とした。 
 

４．研究成果 
 これらの共同研究の結果、視覚表象とジェ
ンダーに関わる海外の研究状況の把握し、東
アジアを中心とした現代女性アーティスト
の活動について基礎的な調査を行うことが
できた。特に、強制的な移動を強いられた「従
軍慰安婦」をめぐる視覚表象や、日本の植民
地における美術については、最終年度に開催
した国際シンポジウムの記録を、北原恵編著
『アジア女性の身体はいかに描かれたか』
（青弓社）として 2013 年に刊行することが
できた。さらに、広く研究成果を発信するた
め に 、 ホ ー ム ペ ー ジ も 作 成 し た 。
http://www.genderart.jp/ 
 また、本科研の分担者や協力者たちが企
画・調査して開催した展覧会「アジアをつな
ぐ 境界を生きる女たち 1984-2012」展（栃
木県立美術館他巡回）や、「官展に見る近代
美術」（福岡アジア美術館他巡回）にも大き
く貢献することができた。 
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○出願状況（計 ０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計 ０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  



 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://www.genderart.jp/ 
表象／アート／ジェンダー研究 
「移動」から見た女性美術家と視覚表象の研
究: Research Project on Representations, 
Arts and Gender 
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